
高レ<Jレ
廃棄物

バ
ー
チ
ャ
ル
処
分
場
構
築

B
J
ネ
肺
長
期
安
全
の
理
解
促
進

経
済
産
業
省
･
筆
源
エ
ネ

ル
ギ
-
庁
は
､
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
処
分
事
業
の
理

解
促
進
の
た
め
の
取
り
阻
み

を
抜
本
的
に
強
化
す
る
o
ま

ず
は
処
分
場
の
操
業
か
ら
閉

鎖
ま
で
の
長
期
安
全
性
を
検

証
す
る
た
め
､
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ツ
-
ル
を
構
築
｡
合

わ
せ
て
人
工
バ
リ
ア
-
な
ど

実
現
模
の
実
証
設
備
を
整
備

し
､
実
後
輪
を
通
じ
L
J
理
解

促
進
を
図
る
｡
o
8
年
度
概
算

要
求
の
新
規
項
目
と
し
て
､

計
5
億
円
を
盛
り
込
む
｡
処

分
事
業
が
長
期
に
わ
た
る
こ

と
か
ら
､
o
9
年
度
以
降
も
継

続
的
に
取
り
扱
み
を
拡
充
し

て
い
く
方
針
｡

高
度
な
可
視
化
技
術
や
シ

ミ
ュ
レ
-
シ
ョ
ン
技
術
に
よ

り
｢
パ
-
チ
ャ
ル
処
分
場
｣

を
構
築
し
､
処
分
場
の
操
業

か
ら
閉
鎖
､
閉
鎖
後
の
安
全

性
評
価
を
含
め
､
長
期
の
安

全
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
｡o

8
年
塵
は
地
層
処
分
の
認

知
度
を
高
め
る
た
め
の
広
聯

活
動
の
制
度
設
計
を
行
う
と

と
も
に
､
シ
ミ
ュ
レ
-
シ
ョ

ン
ツ
-
ル
の
基
本
モ
デ
ル
を

構
築
｡
地
層
処
分
の
概
念
や

安
全
性
評
価
シ
ナ
リ
オ
の
作

成
に
も
取
り
拒
む
.
概
算
要

求
で
は
-
億
5
千
万
円
を
盛

り
込
む
｡
同
時
に
地
層
処
分

の
概
念
や
工
学
的
実
現
性
､

長
期
挙
動
を
体
験
で
き
る
実

現
模
の
実
証
設
備
を
整
備
す

る
｡
地
層
処
分
の
実
現
嘆
美

証
設
備
を
国
内
に
建
設
す
る

の
は
初
め
て
o

o
8
年
度
は
放
射
性
廃
棄
物

の
人
工
バ
リ
ア
-
の
実
現
模

実
証
設
備
を
盤
備
す
る
o
札

幌
市
幌
延
や
茨
城
県
東
滞
村

な
ど
処
分
事
業
関
連
の
研
究

拠
点
に
建
設
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
o
概
算
要
求
に

は
3
億
5
千
万
円
を
盛
り
込

む
考
え
｡

両
事
業
の
実
施
は
総
合
資

源
エ
ネ
ル
ギ
-
謝
査
会
の
放

射
性
廃
棄
物
小
委
員
会
が
9

月
に
ま
と
め
る
報
告
書
で
打

ち
出
す
｡
小
委
に
設
置
す
る

技
術
ワ
-
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
事
後
評
価
を
行
う
と
と
も

に
､
取
り
組
み
の
一
層
の
拡

充
を
検
討
す
る
｡

エ
ネ
庁
は
､
2
0
3
0
年

代
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
処
分
開
始
を
目
指
し
て
い

る
.
こ
れ
ま
で
複
数
の
自
治

体
が
誘
致
を
検
討
し
た
が
､

住
民
の
反
発
な
ど
に
よ
り
処

分
地
選
定
は
難
航
し
て
い

る
｡
こ
の
た
め
､
エ
ネ
庁
は

国
民
理
解
の
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
を
頚
化
o
高
レ
ベ

ル
処
分
法
改
正
の
際
の
国
会

審
議
や
付
帯
決
議
で
も
､
｢
国

の
主
導
に
よ
る
国
民
理
解
の

促
進
｣
や
｢
実
感
を
も
っ
て

理
解
で
き
る
研
究
施
設
の
清

用
｣
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て

いるr'
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